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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の湾曲駒を連接して構成した内視鏡湾曲部に、湾曲部用被覆チューブを被嵌し、こ
の湾曲部用被覆チューブを前記内視鏡湾曲部に糸巻き固定する湾曲部用被覆チューブの糸
巻き固定方法において、
　前記糸を湾曲部用被覆チューブの外周に糸を複数回巻き付けて仮固定する工程と、
　前記糸の巻き付け側に第１のＵ字状誘導糸を糸に挟み込む工程と、
　前記糸の巻き付け側の糸の下側に第２のＵ字状誘導糸を載置する工程と、
　前記糸を前記第１及び第２のＵ字状誘導糸の上側に巻き付けるとともに、前記湾曲部用
被覆チューブを前記内視鏡湾曲部に固定するように密に巻き付ける工程と、
　前記第１及び第２のＵ字状誘導糸を前記糸の両端部が密に巻き付けた糸の下側に位置す
るように引き抜く工程と、
　からなる湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の挿入部に設けられる内視鏡湾曲部に被嵌される湾曲部用被覆チュ
ーブを糸巻きによって内視鏡湾曲部に固定する湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法に
関する。
【背景技術】
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【０００２】
　例えば、医療用内視鏡は、体腔内等の観察部位に挿入される細長な挿入部と、この挿入
部の基端側に配設された把持部を兼ねる操作部と、この操作部の側部から延出するユニバ
ーサルコードとを備えて構成されている。
【０００３】
　前記挿入部は、先端側より硬質の金属部材等で形成した後述する先端部本体を備える先
端部と、例えば上下、左右方向に湾曲自在に連接させた複数の湾曲駒を備えた湾曲部と、
柔軟で可撓性を有する軟性管部とで構成されている。そして、複数の湾曲駒を連接するこ
とによって構成された湾曲部は、複数の湾曲駒と、これら湾曲駒を被う弾力性を有する例
えばゴム製の湾曲部用被覆チューブとで構成している。
【０００４】
　前述した湾曲部を備えた内視鏡を組み立てる際、前記湾曲部に湾曲部用被覆チューブを
被覆する作業は、先端部本体と湾曲駒等とを連結した後の一番最後の工程になっていた。
この湾曲部用被覆チューブを、連接された湾曲駒に被覆固定するには、湾曲部に湾曲部用
被覆チューブを被嵌した後、複数の材質からなる糸を湾曲部用被覆チューブの外周に巻き
付けて固定する方法がとられている。
【０００５】
　従来の糸巻き固定方法では、湾曲部用被覆チューブを押さえ込む最初の糸縛りに二重の
絡げ部を設けていた。このため、絡げ部の糸の交差部が湾曲用被覆チューブの上被側に位
置していた。そして、最終糸巻き部の端糸は糸巻き部と湾曲用被覆チューブとの間に位置
し、更に中央部で糸の交差部を留置しておく必要があった。
【０００６】
　具体的には、まず、図６に示すように、糸１に一重のループ２を作り、更に図７のよう
に二重絡げ部３を形成する。この状態のループ２の中に、図８に示すように、内視鏡湾曲
部４に湾曲部用被覆チューブ５を被覆した内視鏡６を所定の位置まで通す。湾曲部用被覆
チューブ５の所定の位置で左右に出ている糸１を互いに引いて湾曲部用被覆チューブ５の
上に固定する。その状態で、糸１の一端部にループ７を形成し、そのループ７を形成した
糸１の上をもう一端の糸１で所定位置まで糸巻きする。所定位置まで糸巻きしたら、図９
に示すように、ループ７を形成した糸１の中に巻いてきた糸１を通す。
【０００７】
　次に、図１０に示すように、ループ７を形成した糸１の端部１ａ，１ｂを矢印方向に引
き、図１１に示すように、糸１の交差部８を糸巻き部９の下側の中央部に位置させる。こ
の状態で糸巻き部９からはみ出た糸１の両端部１ａ，１ｂを切断することで一連の作業は
完了する。この作業を湾曲部用被覆チューブ５に対して複数箇所行う。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、前述した湾曲部用被覆チューブ５の糸巻き固定方法では、内視鏡のオー
トクレーブ時に、二重絡げ部３と糸１の交差部８でピンポイント的に湾曲部用被覆チュー
ブ５の一部を強く締付ける結果となり、湾曲部被覆チューブ５を局部的に陥没変形させる
という不具合が発生していた。
【０００９】
　この湾曲部用被覆チューブ５の糸巻き固定方法では、作業者の糸１の張り具合によって
、湾曲部用被覆チューブ５を押さえ込む糸１の力が各糸１の位置でバラバラになるので、
湾曲部用被覆チューブ５を必要以上に締め付けたり、必要な締め付け力が得られなかった
りする。さらに、糸１と糸１との隙間を無くして糸巻きするには熟練が必要であった。ま
た、この状態の内視鏡を高温下に曝すことにより、糸１が収縮するので、糸１が強く巻か
れた部位では、湾曲部用被覆チューブ５が糸１によって損傷を与えてしまうという問題が
あった。
【００１０】
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　また、二重糸絡げ部３は糸巻き部９において最大外径となるので後工程の糸巻き表面を
接着剤で平らに覆う処理を行う作業が難しくなる問題があった。
【００１１】
　この発明は、前記事情に着目してなされたもので、その目的とするところは、湾曲部用
被覆チューブを内視鏡湾曲部に簡単に糸巻き固定でき、しかも糸が収縮しても、湾曲部用
被覆チューブを局部的に締め付けることがなく、従来の不具合を解消できる湾曲部用被覆
チューブの糸巻き固定方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この発明は、前記目的を達成するために、複数の湾曲駒を連接して構成した内視鏡湾曲
部に、湾曲部用被覆チューブを被嵌し、この湾曲部用被覆チューブを前記内視鏡湾曲部に
糸巻き固定する湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法において、前記糸を湾曲部用被覆
チューブの外周に糸を複数回巻き付けて仮固定する工程と、前記糸の巻き付け側に第１の
Ｕ字状誘導糸を糸に挟み込む工程と、前記糸の巻き付け側の糸の下側に第２のＵ字状誘導
糸を載置する工程と、前記糸を前記第１及び第２のＵ字状誘導糸の上側に巻き付けるとと
もに、前記湾曲部用被覆チューブを前記内視鏡湾曲部に固定するように密に巻き付ける工
程と、前記第１及び第２のＵ字状誘導糸を前記糸の両端部が密に巻き付けた糸の下側に位
置するように引き抜く工程とからなる湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法である。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、湾曲部用被覆チューブの上側に二重絡げ部や糸の交差部が発生しな
いので、オートクレーブを掛けた時にも糸全体が均一に締まるだけで、湾曲部用被覆チュ
ーブを局部的に締め付けることがなく、湾曲部用被覆チューブに陥没変形等の不具合を発
生させないで済むとともに、糸巻き固定作業も簡単であるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、この発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　図１～図５は湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法の手順を示すもので、１１は内視
鏡を示し、１２は複数の湾曲駒を連接して構成した内視鏡湾曲部である。内視鏡湾曲部１
２には湾曲部用被覆チューブ１３が被嵌されており、この湾曲部用被覆チューブ１３を内
視鏡湾曲部１２に糸巻き固定する方法について説明する。
【００１７】
　まず、図１に示すように、糸１４を湾曲部用被覆チューブ１３の糸巻き固定部１３ａの
所定の開始位置に数回巻き、糸１４の一端部１４ａをテープ１５等で湾曲部用被覆チュー
ブ１３の表面に仮固定する。次に、第１のＵ字状誘導糸としての所望の長さの第１の引き
抜き糸１６を使用し、この第１の引き抜き糸１６を糸巻き固定部１３ａの所定の開始位置
でＵ字型にループさせ、糸１４に引き抜き糸１６のループ部１６ａを矢印ａ方向に差し込
む。そして、湾曲部用被覆チューブ１３の外周面とこれに巻かれた糸１４との間にループ
部１６ａの一方を差し込んで第１の引き抜き糸１６を固定する。
【００１８】
　図２に示すように、第２のＵ字状誘導糸としての所望の長さの第２の引き抜き糸１７を
使用し、この第２の引き抜き糸１７をＵ字型にループさせ、第１の引き抜き糸１６の後端
側に第２の引き抜き糸１７のループ部１７ａを同様に矢印ｂ方向に差し込んで固定する。
次に、図３に示すように、糸１４を湾曲部用被覆チューブ１３の糸巻き固定部１３ａの規
定位置まで複数回糸巻きする。
【００１９】
　次に、第１の引き抜き糸１６のループ部１６ａの反対側に伸びている２本の端部１６ｂ
を共に保持し、矢印ｃ方向に引き、第１の引き抜き糸１６のループ部１６ａ内に位置する
糸１４をループ部１６ａで締め付ける。次に、糸１４のもう一方の糸巻き最終位置にある
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びている糸１４を１００ｍｍ程度残して切断する。さらに、糸１４の切断端部１４ｂを第
２の引き抜き糸１７のループ部１７ａの中に通し、第２の引き抜き糸１７のループ部１７
ａの反対側に伸びる２本の端部１７ｂを共に、矢印ｄ方向に引き、糸１４を第２の引き抜
き糸１７のループ部１７ａで締め付ける。
【００２０】
　次に、仮固定されていた糸１４の仮固定部のテープ１５を外し、糸巻き固定された部位
まで糸１４を戻す。次に、第１の引き抜き糸１６と第２の引き抜き糸１７の互いに伸びて
いる部分１６ａ、１７ａの各２本を保持しながらさらに矢印ｃ，ｄ方向に引き抜く。そし
て、図４に示すように、第１の引き抜き糸１６と第２の引き抜き糸１７を糸巻き部分１８
の下側から取り外すことにより、図５に示すように、湾曲部用被覆チューブ１３は内視鏡
湾曲部１２に対して糸４によって糸巻き固定される。この操作を湾曲部用被覆チューブ１
３の所定位置両端に行うことにより、湾曲部用被覆チューブ１３の内視鏡湾曲部１２に対
する糸巻き固定作業は終了する。
【００２１】
　このように、湾曲部用被覆チューブ１３を内視鏡湾曲部１２に糸巻き固定することによ
り、従来のような糸絡げ工程がなく、さらに糸交差部が湾曲部用被覆チューブ１３の表面
に存在しない。従って、内視鏡をオートクレーブ下に曝すことによっても、糸全体が均一
に収縮するので、湾曲部用被覆チューブ１３が糸１４によって局部的に陥没変形するとい
う問題が改善される。
【００２２】
　なお、この発明は、前記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】この発明の第１の実施形態を示し、湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の正面図
。
【図２】同実施形態を示し、湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の正面図。
【図３】同実施形態を示し、湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の正面図。
【図４】同実施形態を示し、湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の正面図。
【図５】同実施形態を示し、湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の拡大した正面図。
【図６】従来の湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の斜視図。
【図７】同じく湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の斜視図。
【図８】同じく湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の斜視図。
【図９】同じく湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の斜視図。
【図１０】同じく湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の斜視図。
【図１１】同じく湾曲部用被覆チューブの糸巻き状態の拡大した正面図。
【符号の説明】
【００２４】
１２…内視鏡湾曲部、１３…湾曲部用被覆チューブ、１４…糸、１６…第１の引き抜き糸
（第１のＵ字状誘導糸）、１７…第２の引き抜き糸（第２のＵ字状誘導糸）
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